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僕 通 小学校 、 年生 授業 校内
畑 野菜 種 蒔 、育 。 頃 、
野菜嫌 僕 野菜 食 、家庭菜
園 。環境破壊 警告 「沈黙
春」 出版 数年 、当時 一般常識 反
僕 有機栽培 、自宅 庭 隅 様々 野

菜 育 。
来日 年間、 ー 生活 長
、鉢 ー 少 野菜 育

出来 、「畑」 趣味 保留 。
、今年 夏 畑付 家 住 、

再 、畑作 本格的 。
「畑」 、雑草 立派 伸 、埋

立 元 田圃 、土 何
考 。

、 場所 家 基盤 最適 、畑
作 僕 、大 苦労 及 。
、掘 掘 大 石 出 ！

、寒 前 下準備 試 植 専念

、来年 春 本格的 頑張 予定 。
一方、野菜以外 収穫 。引 越

頃、僕 挨拶 返事 人 多
、毎週末 畑 働 多 通行人

話 色々 会話 近所 ー ー
売 珍 品種 野菜 有機栽培 作 、
会話 。 買 過 苗 球
根 近所 方 裾 、市街地
意外 近所 隠 農家 多 。
海外 生活 環境 違 、母国 楽

思 通 出来 。言葉 通
生活習慣 経験 浅 、情報提供 権限 周

手 。自分 自分
。 構造障害 海外生活 問題

、日本 田舎 住 僕 、
現 。

、畑 貴重 役割 果 。肉体労働
解消 、発芽 実 待 忍耐 学 、

新鮮・安全 食材 作 、 町 築 上 農家
気持 少 理解 、 自分 生活

。命 米 野菜 栽培 農家 方々
比 物 、知識 試 努力 分

自然 任 思 。
畑 立 、 違 角度 那珂川町 再発見

。

虐待 起 背景 人間関係上 問題 要因 、認知症 寝 方 対 「介護疲 」

介護負担 関 割合 多 。虐待 「 方」 、 、「 方」 自

分 責 、 思 。

介護、高齢者虐待 相談 那珂川町地域包括支援 ー（ ）
那珂川町健康福祉課高齢福祉係（ ）

なかがわ

が っていた では の で の
で の を き てたりしました その から

いの は を べられるようになり
づくりにハマりました を した

の が され がたち の に し
て は にこだわり の の に な
を てるようになりました

してから アパ トでの が かった
ため やフラワ ボックスなどで しの を て
ることしか ず の が となりました
しかし の から きの に むことができ
び りが にできるようになりました
その は が に びていましたが

め てられた の だったので は とかなると
えていました
しかし その は の に でしたが を
りたい には きな を ぼしました とにか

く っても っても きな ばかり てきます と
りあえず くなる までに と し えに

し の から に る です
の がありました っ したば

かりの の にびっくりして しない が
かったのですが に で くと くの が
をかけてくれ､ な ができます｡ のス パ
で っていない しい の を で れば

のネタにもなります うっかり い ぎた や
などを の にお わしていると なのに
と に れ が いことがわかりました
で をすると はもちらん い で

しんでいたことは い りに ないです が
じても の が く の は り
の にあります が らしくなくなりやすいで
す このような は の だけでない
ですが の に んでいる にとって しばし
ば れるチャレンジです
そのため は な を たします

でストレス もでき と りを つ も び
な を り この を き げた の

ちを しでも でき それに らしく で
きます がけで や を している の
には べ になりませんが を し した を

に せることにはやりがいがあると います
に って また う から を で

きました

が こる には の などの がありますが や たきりの に する れ

など に する も くなっています を された はもちろん つい してしまった も

を めて とてもつらい いをします

の は センタ
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○ 自身 、一番身近 『大切 人』 接 方 一度、見直 。

○虐待 当事者 気 。 近所 方 声 合 虐待 予防

、何気 毎日 声 合 願 。

ご の で な への し をもう してはいかがでしょうか

をしている は づきにくいものです ご の が をかけ うことにより の につながる

ことがありますので ない の のかけ いをお いします
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